
　秋冷の候　先生方におかれましてはご健勝のこととお慶び申し上げます。
　さて、近年、AIは社会においても教育においても不可欠な存在となりつつあり、その意義や適切な活用方法
について改めて考え直す必要性が高まっています。そこでこの度、当研究所プロジェクト部会では、生成AIに
ついて、その教育的な意義や可能性を考える研修企画として、国語教育やICT活用の実践に詳しい都留文科大
学教授・野中潤先生を講師にお迎えし、生成AIについて学び、その教育的な意義や可能性を考える「学校教育
2.0のための生成AI実践講座」を開催する運びとなりました。
　本講座では、授業における具体的な工夫や留意点を交えながら、生成AIが教育現場にもたらす新たな展望を
多角的に取り上げていただき、さらに「教育のOSそのものをアップデート」するという視点も踏まえ、これか
らの私学に求められる方向性についても考えてまいります。
　本講座へのご参加を通じて、生成AIの活用について、先生方が安心して理解を深め、不安や疑問を解消でき
る機会とするとともに、その可能性や活用の在り方を様々な角度から考え、教育活動に前向きに取り入れる意
識を育む場となることを願っております。ぜひ、多くの先生方にご参加いただき、AIと共に歩むこれからの教
育の姿を考える契機としていただければ幸いです。

5. 演題

4. 定員

3. 会場

2. 日時

1. 講師

「学校教育2.0のための生成AI実践講座」のご案内「学校教育2.0のための生成AI実践講座」のご案内
〜10年後も「選ばれる私学」であり続けるために〜

都留文科大学  教授。教職支援センター長。 1962年神奈川
県生まれ。東京学芸大学大学院修士課程修了後、聖光学院
中学・高等学校で28年間教鞭をとる。2016年より現職。
専門は、日本近代文学と国語科教育。長年にわたりICTを
活 用 し た 教 育 実 践 を 探 究 し て お り 、 Google for
Education 認定イノベーター、Canva認定教育アンバサ
ダーなども務める。AI時代の新たなリテラシーや探究的
な学びのあり方について、全国の学校現場や研修会で講演
を多数行っている。主な編著書に『学びの質を高める！
ICTで変える国語授業』シリーズ（明治図書）など。

野中　潤　先生　　都留文科大学 文学部国文学科　教授

www.subarashiisaito.co.jp 

アルカディア市ヶ谷（私学会館） ※裏面案内図をご参照ください。

令和７年１１月２１日（金）１８：００〜２０：００（受付１７：３０～）

６０名（申し込み順⇒定員になり次第締め切ります。）

学校教育2.0のための生成AI実践講座
　〜10年後も「選ばれる私学」であり続けるために〜

都内私立中学高等学校
校　　　長
関係教職員 殿

令和７年１０月９日

一般財団法人東京私立中学高等学校協会
会　　　　　　　　長　近藤　彰郎
東京私学教育研究所長　平方　邦行
（共催：公益財団法人東京都私学財団）

プロジェクト部会

令和７年１０月９日

記



8. 申込方法

6. 参加費 無料（当協会会員各校の拠出金と(公財)東京都私学財団からの補助金で運営しております）

１１月１３日（木）までに東京私学教育研究所ＨＰよりお申込みください。

〇プロジェクト部会とは…
〈社会や未来と学校教育〉という包括的な視点から、学校教育全体を研究テーマ
に活動する部会です。部会内に複数のチームを立ち上げ、必要に応じて専門家も
組み込みながら、新機軸の多様な研修を展開していきます。

〇本研修会企画運営メンバー
　相澤　邦亮（⑦朋優学院）　　　　冨岡理佐子（⑧佼成学園女子）
　土屋登美恵（⑪駒沢学園女子）　　中嶌　裕一（⑫国際基督教大学）
　竹内　一樹（⑫聖徳学園）

地下鉄　有楽町線　南北線
市ヶ谷駅（1またはA1）出口

地下鉄　新宿線
市ヶ谷駅（A4またはA1）出口

JR中央線（各駅停車）　市ヶ谷駅

上記改札・出口から徒歩約２分

天 候 の 悪 化 や 各 種 災 害 、 そ れ に 伴 う 公 共 交 通 機 関 の 対 応 な ど に よ り 、 実 施 方 法 ( オ ン ラ イ ン 研 修 を
含 む ) プ ロ グ ラ ム の 変 更 や 中 止 ( 延 期 ) と な る 場 合 が あ り ま す 。 そ の 際 に は w e b 申 込 時 に ご 入 力 い た
だ い た メ ー ル ア ド レ ス へ 迅 速 に ご 案 内 さ せ て い た だ き ま す 。

東京私学教育研究所　プロジェクト部会
担当：松田・岡沢

TEL：03-3263-0544

URL　https://k.tokyoshigaku.com

当日は、ノートPCやタブレット等、Wi-Fiに接続可能な端末をご持参ください。
また、Googleアカウントにログインできる状態へのご準備をお願いいたします。
※ご所属校の管理下にあるデバイスやアカウントの場合、生成AIを利用可能か、　　
学外のネットワークに接続可能かを予めご確認ください。

7. 持参品


